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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成部にて片面に画像が形成されたシートを再搬送通路を通過させて再度、前記画
像形成部に搬送するシート搬送装置において、
　前記再搬送通路に設けられ、シートの側端が突き当たる基準ガイドと、
　シートを斜めに搬送し、前記シートの側端を前記基準ガイドに突き当てる斜送ローラと
、
　前記基準ガイドをシートのシート搬送方向と直交する幅方向の長さに応じて幅方向に移
動させる移動機構と、を備え、
　前記移動機構は、前記基準ガイドの側方に設けられたカムと、前記基準ガイドに設けら
れ、前記カムに圧接する圧接部と、前記圧接部を前記カムに圧接させるよう前記基準ガイ
ドをカム方向に付勢する付勢部材と、前記カムを回転させ、かつ他の被駆動部を駆動する
モータとを有し、前記モータによる前記カムの回転により前記基準ガイドを前記付勢部材
の付勢力に抗して前記幅方向に移動させることを特徴とするシート搬送装置。
【請求項２】
　前記他の被駆動部は前記斜送ローラであり、前記モータは正逆回転可能なモータである
ことを特徴とする請求項１記載のシート搬送装置。
【請求項３】
　前記モータの正逆回転に応じ、前記モータの回転を前記斜送ローラ又は前記カムに選択
的に伝達する切り替え手段を備えたことを特徴とする請求項２記載のシート搬送装置。
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【請求項４】
　画像形成部にて片面に画像が形成されたシートを再搬送通路を通過させて再度、前記画
像形成部に搬送するシート搬送装置において、
　前記再搬送通路に設けられ、シートの側端が突き当たる基準ガイドと、
　シートを斜めに搬送し、前記シートの側端を前記基準ガイドに突き当てる斜送ローラと
、
　前記基準ガイドをシートのシート搬送方向と直交する幅方向の長さに応じて幅方向に移
動させる移動機構と、を備え、
　前記移動機構は、前記基準ガイドの側方に設けられ、回転方向が一方向のカムと、前記
カムを駆動する駆動源とを有し、前記駆動源による前記カムの一方向の回転により前記基
準ガイドを前記幅方向に移動させることを特徴とするシート搬送装置。
【請求項５】
　画像形成部にて片面に画像が形成されたシートを再搬送通路を通過させて再度、前記画
像形成部に搬送するシート搬送装置において、
　前記再搬送通路に設けられ、シートの側端が突き当たる基準ガイドと、
　シートを斜めに搬送し、前記シートの側端を前記基準ガイドに突き当てる斜送ローラと
、
　前記基準ガイドをシートのシート搬送方向と直交する幅方向の長さに応じて幅方向に移
動させる移動機構と、を備え、
　前記移動機構は、前記基準ガイドの側方に設けられ、シートの幅方向の長さに応じて前
記基準ガイドの位置を規定するために回転方向に沿って複数のカム面を備えているカムと
、前記カムを駆動する駆動源とを有し、前記駆動源による前記カムの回転により前記基準
ガイドを前記幅方向に移動させることを特徴とするシート搬送装置。
【請求項６】
　シートの幅方向の長さを検知する検知手段を備え、
　前記検知手段からの検知情報に基づいて前記移動機構により前記基準ガイドを幅方向に
移動させることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載のシート搬送装置。
【請求項７】
　画像形成部と、前記画像形成部にて片面に画像が形成されたシートを反転させて再度、
前記画像形成部に搬送する前記請求項１乃至６のいずれか１項に記載のシート搬送装置と
を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート搬送装置及び画像形成装置に関し、特に片面に画像が形成されたシー
トを反転させて再度、画像形成部に搬送してシートの裏面に画像を形成する際のシートの
幅方向の位置合わせに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子写真プリンタ等の画像形成装置においては、片面に画像が形成されたシート
を反転させて再度、画像形成部に搬送することによりシートの裏面に画像を形成するよう
にしたものがある。そして、このような画像形成装置においては、片面に画像が形成され
たシートを反転させて再度、画像形成部に搬送するシート搬送装置を備えている。
【０００３】
　このような従来のシート搬送装置において、シートを再度画像形成部へ搬送する場合、
搬送中にシートが斜行し、裏面に画像を形成する時にシートと画像がずれてしまう場合が
ある。これは、２面目（裏面）に画像を形成する場合は、１面目に比べてシート上に画像
が形成されるまでの搬送経路が長く、このため各種ローラの偏心や加圧力の違い、また搬
送面の抵抗の違い等により搬送中に微妙にシートがずれてしまうからである。
【０００４】
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　このようなシートのずれを防ぐため、１面目に画像を形成した後、２面目に画像を形成
するまでの間に、画像とシートが一致するようシートの位置を調整する必要がある。
【０００５】
　このようなシート位置調整方法として、例えば再度、画像形成部にシートを搬送する再
搬送通路のシート搬送方向と直交する方向（以下、幅方向という）の一端部に基準ガイド
を配置したものがある。そして、この基準ガイドにシートを押し当てながら搬送すること
によりシートの幅方向の位置合せ（以下、横レジ補正という）を行なう方法がある（特許
文献１参照）。
【０００６】
　図８は、このような基準ガイドによりシートの横レジ補正を行なう横レジ補正部を備え
た従来のシート搬送装置の再搬送通路の構成を示す上視図である。
【０００７】
　横レジ補正部２３は、基準面２４ａを含む基準ガイド２４と、斜送ローラ１１及び不図
示の斜送コロからなる斜送ローラ対１１Ａと、搬送下ガイド２７とを備えている。なお、
斜送コロは基準面２４ａを向いて５°～１５°程度の傾きを持つように配設されており、
形状はタイコ形状をしている。また、基準面２４ａは通紙時、シート端部によって削られ
ることから金属製の基準ピン２４ｈを複数配置して強化している。
【０００８】
　次に、このような構成の横レジ補正部２３の横レジ補正動作について説明する。
【０００９】
　図８の（ａ）に示すように、片面に画像が形成されたシートＳが横レジ補正部２３の上
流に設けられた搬送ローラ３ｇから横レジ補正部２３に向けて搬送され、やがて斜送ロー
ラ対１１Ａに達すると、この後、シートＳは斜送ローラ対１１Ａに挟持搬送される。そし
て、この斜送ローラ対１１Ａにより、基準面２４ａ側に寄せられながら搬送される。
【００１０】
　次に、シートＳの後端が搬送ローラ３ｇを抜けると、搬送下ガイド２７の抵抗を受けて
シートＳは、図８の（ｂ）に示すように、シート後端を基準面２４ａ側に近づけるように
回転する。そして、この回転によってシートＳは基準ピン２４ｈに当接し、その反作用力
によってシート先端を基準面２４ａ側に近づける方向に回転する。
【００１１】
　これにより、シートＳは図８の（ｃ）に示すように、基準面２４ａに沿った位置に整合
される。なお、このように横レジ補正部２３により横レジ補正が行なわれたシートＳは、
この後、中間ローラ３ｄを経て不図示の画像形成部に再度搬送される。
【００１２】
　このように、この横レジ補正部２３では、斜送ローラ対１１Ａと搬送下ガイド２７の抵
抗とによりシートＳを回転させ、その後、基準ピン２４ｈをピポット点としてシートＳを
基準面２４ａに沿わせるよう、逆回転させるようにしている。そして、このような横レジ
補正方法は、シート後端が搬送ローラ３ｇを抜けてから基準面２４ａに沿うまでの搬送距
離が短くてすみ、位置合わせ（斜行補正）の効率が良い。よって、両面通紙時でも、シー
トの微妙なズレを補正して再搬送することが出来る。
【００１３】
　ところで、このようなシート搬送装置を備えた画像形成装置において、２種類の異なる
サイズのシート、例えばレターサイズとＡ４サイズのシートに対して画像を形成するよう
にしたものがある。
【００１４】
　この場合、例えば再搬送通路の基準ガイド２４の基準面２４ａをレターサイズのシート
に対する横レジ補正位置に設定すると共に、Ａ４サイズのシートも、このレターサイズの
シートと同じ基準面２４ａで横レジ補正を行うようにする。
【００１５】
　ここで、Ａ４サイズのシートの横レジ補正を行う際、Ａ４サイズのシートを基準面２４
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ａに当接させるのに必要なシートの幅方向の量は、レターサイズのシートの幅－Ａ４サイ
ズのシートの幅＝３ｍｍとなる。さらに、再搬送通路に到るまでの搬送中のシートのずれ
量を想定すると、最大５ｍｍ程度、シートを基準面２４ａまで移動させなくてはならない
。
【００１６】
　このようにシートを５ｍｍ程度、基準面まで移動させるためには、即ちシートＳを基準
面２４ａまで寄せるには、斜送ローラ対１１Ａの搬送力を大きくする必要があり、このた
めには斜送ローラ対１１Ａのニップ圧を高く設定しなければならない。しかし、このよう
に斜送ローラ対１１Ａのニップ圧を高くすると、シートがレターサイズで、かつ剛性の小
さい薄いシートの場合、斜送ローラ対１１Ａによる基準面２４ａへの寄せ力が強くなりす
ぎる。
【００１７】
　このように基準面２４ａへの寄せ力が強くなりすぎると、図９に示すように、シートＳ
が撓み、基準面２４ａに対するシートの幅方向の位置がずれて再搬送されてしまう。また
、寄せ力が強すぎる場合、樹脂から成る基準面２４ａにはシート端部によってキズが付き
、基準面２４ａがキズが付くと、このキズがシート端部への搬送抵抗となり、キズが起因
するジャムが発生してしまう。
【００１８】
　そこで、従来は、基準ガイド２４の幅方向の位置の切り替えを、モータ等による駆動を
用いて行うようにしているものがある（例えば、特許文献２参照）。
【００１９】
　図１０は、このような従来のシート搬送装置における基準ガイド２４の位置調節機構を
説明する上視図である。図１０において、２８は基準ガイド２４に固定され、かつ不図示
のラック部を備えたブロック駆動板、２９はブロック駆動板２８の不図示のラック部と噛
み合ったピニオンギアである。
【００２０】
　３０は不図示の駆動モータより駆動される伝達ギアであり、駆動モータの回転力が伝達
ギア３０及びピニオンギア２９に伝達される。そして、ピニオンギア２９により不図示の
ラック部を移動させることにより、ブロック駆動板２８を介して基準ガイド２４を幅方向
に移動させる。
【００２１】
　シートの横レジ補正を行なう場合、駆動モータの回転量に応じてラック・ピニオンを介
して基準面２４ａの位置の調節を行うようにしている。このようにモータを駆動源として
、基準ガイド２４の幅方向の位置の切り替えを行うことにより、さまざまなサイズのシー
トの横レジ補正が可能になる。
【００２２】
【特許文献１】特開２０００－２３３８５０号公報
【特許文献２】特開平８－２９２６１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　ところで、従来のシート搬送装置においては、基準ガイド２４をラック・ピニオンギア
で幅方向に移動させる場合、ギアのバックラッシによって基準ガイド２４が幅方向にガタ
つき、バックラッシ分の基準面２４ａのズレが生じる。このため、シートの幅方向の印字
精度が悪化するという問題があった。
【００２４】
　そこで本発明は、このような現状に鑑みてなされたものであり、高い精度でシートの幅
方向の位置合わせを行なうことのできるシート搬送装置及び画像形成装置を提供すること
を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【００２５】
　本発明は、画像形成部にて片面に画像が形成されたシートを再搬送通路を通過させて再
度、前記画像形成部に搬送するシート搬送装置において、前記再搬送通路に設けられ、シ
ートの側端が突き当たる基準ガイドと、シートを斜めに搬送し、前記シートの側端を前記
基準ガイドに突き当てる斜送ローラと、前記基準ガイドをシートのシート搬送方向と直交
する幅方向の長さに応じて幅方向に移動させる移動機構と、を備え、前記移動機構は、前
記基準ガイドの側方に設けられたカムと、前記基準ガイドに設けられ、前記カムに圧接す
る圧接部と、前記圧接部を前記カムに圧接させるよう前記基準ガイドをカム方向に付勢す
る付勢部材と、前記カムを回転させ、かつ他の被駆動部を駆動するモータとを有し、前記
モータによる前記カムの回転により前記基準ガイドを前記付勢部材の付勢力に抗して前記
幅方向に移動させることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のように、基準ガイドをカムによってシートの幅方向の長さに応じて移動させる
ことにより、ギアのバックラッシ等が生じることがないため、高い精度でシートの幅方向
の位置合わせを行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の実施の形態に係るシート搬送装置を備えた画像形成装置の一例である
レーザビームプリンタの概略構成を示す図である。
【００２９】
　図１において、５０は電子写真方式によって画像を形成するレーザビームプリンタであ
り、このレーザビームプリンタ５０は画像形成を行う画像形成部５１と、画像形成部５１
にシートＳを１枚ずつ分離給送する給送部５２等を備えている。また、レーザビームプリ
ンタ５０は、シートＳの両面に画像を形成することができるよう、片面に画像が形成され
た後、裏面に画像を形成するようシートＳを再度画像形成部５１に給紙するためのシート
搬送装置である両面ユニット１０をオプションで装備している。
【００３０】
　ここで、画像形成部５１はプロセスカートリッジ５３、転写ローラ４等を備え、給送部
５２はシートＳを積載する給紙カセット３ａ、ピックアップローラ３ｂ、フィードローラ
３ｃ１及びリタードローラ３ｃ２から成る分離ローラ対３ｃを備えている。なお、プロセ
スカートリッジ５３は感光ドラム７、感光ドラム表面を一様に帯電する帯電ローラ８、感
光ドラム上に形成された静電潜像を現像する現像手段９等を一体に備え、レーザビームプ
リンタ本体（以下、装置本体という）５４に対して着脱可能になっている。
【００３１】
　また、両面ユニット１０は、再搬送通路１８と、斜送ローラ対１０１Ａ等を備えた後述
する横レジ補正ユニットを有している。なお、図１において、１はレーザスキャナユニッ
ト、５は定着部、６は排出トレイである。
【００３２】
　次に、このように構成されたレーザビームプリンタ５０の画像形成動作を説明する。
【００３３】
　不図示のパソコン等から不図示の制御部に画像情報が送られ、制御部において画像情報
を画像形成処理した後、制御部からプリント信号が発せられると、まず感光ドラム７が矢
印方向に回転し、帯電ローラ８によって所定の極性、所定の電位に一様に帯電される。そ
して、このように表面が帯電された後の感光ドラム７に対し、レーザスキャナ１から画像
情報に基づいてレーザ光が照射され、これにより感光ドラム７上には静電潜像が形成され
る。次に、この静電潜像は、現像手段９により現像されてトナー画像として可視化される
。
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【００３４】
　一方、このようなトナー像形成動作に並行して給紙カセット３ａに積載収納されている
シートＳは、ピックアップローラ３ｂにより送り出された後、分離ローラ対３ｃによって
分離搬送される。更にこの後、搬送ローラ対３ｄ，３ｅにより感光ドラム７と転写ローラ
４とにより構成される転写部に搬送される。
【００３５】
　なお、このときシートＳは転写部の上流に設けられた不図示のレジストセンサにより先
端が検知され、このレジストセンサの検知信号に基づいて制御部はシートＳの先端位置と
レーザスキャナ１の発光タイミングを同期させる。これにより、感光ドラム上に形成され
たトナー像をシートＳ上の所定位置に転写することができる。
【００３６】
　次に、このようにトナー画像が転写されたシートＳは、搬送ベルト３ｆに沿って定着部
５に送られ、この定着部５を通過する際に加熱加圧されることにより、トナー画像が半永
久的に定着される。
【００３７】
　ここで、片面印字の場合、定着部５を通過したシートＳは正逆転可能な搬送ローラ３ｇ
と第１コロ３ｍとのニップに送られた後、搬送ローラ３ｇの正転及び正逆転可能な排出ロ
ーラ３ｈの正転によって排出トレイ６に排出される。
【００３８】
　一方、両面印字を行う場合、排出ローラ３ｈは正転によりシートＳを排出トレイ６に向
って搬送し、この後、シート後端が搬送ローラ３ｇを抜けた後に逆転する。ここで、シー
トＳの後端が搬送ローラ３ｇを抜けると、後端は、そのコシにより第２コロ３ｎ側に向か
う。さらにこの状態で排出ローラ３ｈが逆転すると、シートＳの後端は、搬送ローラ３ｇ
と第２コロ３ｎとのニップに進入し、搬送ローラ３ｇと第２コロ３ｎとにより挟持される
。
【００３９】
　なお、このように第２コロ３ｎとによってシートＳを挟持した際、搬送ローラ３ｇは逆
転しており、これによりシートＳは、両面ユニット１０の再搬送通路１８を通り、斜送ロ
ーラ対１０１Ａにより斜行が補正される。さらに、この後、中間ローラ３ｄを経て、再び
画像形成部５１へと送られ、画像形成部５１において２面目の画像が形成され、この後、
排出ローラ３ｈにより排出トレイ６に積載される。
【００４０】
　ところで、シート搬送装置である両面ユニット１０は、図２に示すように、斜送ローラ
対１０１Ａ及びこれを保持する基準ガイド１００等を有する斜行補正手段である横レジ補
正ユニット１０００を備えている。なお、図２において、２７は基準ガイド１００に並設
され、再搬送通路の下面（底面）を構成する搬送下ガイドであり、再搬送経路１８を通過
するシートは、搬送下ガイド２７や基準ガイド１００を経て再度画像形成部へと送られる
。
【００４１】
　ここで、基準ガイド１００の矢印Ｂで示すシート搬送方向と直交する幅方向の一端部に
は、再搬送通路１８を通過する際、斜送ローラ対１０１Ａによりシートが押し付けられ、
シートの幅方向の横レジ補正を行うための基準面１０２が設けられている。
【００４２】
　なお、このシート搬送方向に延び、シートの幅方向のガイドを構成する基準面１０２は
、押し付けられるシートによって削られることから、図３に示すように複数のＳＵＳなど
の金属から成る基準ピン１０５を圧入して強化している。また、基準ガイド１００はコの
字型形状を有すると共にＰＣ＋ＡＢＳやＰＰＥなどの樹脂で形成され、シートの幅方向と
、シート上下面の搬送ガイド面を有している。
【００４３】
　斜送ローラ対１０１Ａは、図１に示す斜送ローラ１０１ａ及び斜送ローラ１０１ａに所
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定の斜送角を持って斜めに圧接している従動コロ１０１ｂにより構成されている。斜送コ
ロ１０１ｂは、図３に示すようにトーションバネ１２０によって斜送ローラ１０１ａに、
所定の圧で常に圧接している。
【００４４】
　そして、このように構成され、基準ガイド１００に保持された斜送ローラ対１０１Ａは
、横レジ補正ユニット１０００の上流に設けられた搬送ローラ３ｇ（図１参照）により搬
送されてきたシートを基準面１０２に寄せるようにする。さらに、この後、シートを基準
面１０２に沿わせながら搬送する。これにより、基準ピン１０５で結ばれる基準線に、シ
ートＳの幅方向の位置を合わせ、この状態で横レジ補正ユニット１０００の下流に設けら
れた中間ローラ３ｄに搬送するようにしている。
【００４５】
　なお、図３において、２００は駆動源としてのステッピングモータであり、１０６ａ、
１０６ｂはタイミングベルトである。斜送ローラ対１０１Ａには、このタイミングベルト
１０６ａ，１０６ｂ及びプーリ１１３ａ～１１３ｃを介してステッピングモータ２００の
駆動が伝達される。なお、本実施の形態においては、このステッピングモータ２００は、
正逆回転可能となっており、後述するカム２０７を回転させるようにしている。
【００４６】
　ところで、シートＳを斜送し、基準ガイド１００の基準面１０２にシートＳを押し当て
ながら幅方向の位置を合わせる横レジ補正の際、シートＳを基準面１０２に寄せる距離は
、図２に示す基準線ＬからＸ方向に２ｍｍ程度が限度とされる。
【００４７】
　しかし、シートサイズによってはシートを、例えば基準線ＬよりＸ方向に２ｍｍ以上離
れた位置から基準面１０２に寄せるようにしなければならない場合がある。この場合には
、斜送量を増やす必要があり、このためには既述したように斜送ローラ対１０１Ａのニッ
プ圧を高く設定しなければならない。
【００４８】
　しかし、このようにニップ圧を高く設定すると、既述した図９に示すように薄いシート
では基準面１０２への寄せ力が強すぎるためにシートＳが撓み、基準面１０２に対するシ
ートの幅方向の位置がずれて再搬送されてしまう。さらに、幅方向の寄せ力が強すぎると
、基準面１０２がシート端部によってキズつき、キズが原因でジャムが発生してしまう。
【００４９】
　そこで、本実施の形態では、さまざまなサイズのシートの横レジ補正が可能となるよう
基準ガイド１００（の基準面１０２）をシートの幅方向の長さに応じた位置に移動できる
ようにしている。具体的には、シートＳを基準面１０２に寄せるための移動距離を２ｍｍ
程度とするよう、シートサイズ（シートの幅方向の長さ）に応じて横レジ補正ユニット１
０００を幅方向に移動させるようにしている。
【００５０】
　次に、このように横レジ補正ユニット１０００を幅方向に移動させるための移動機構１
００１について、図３及び図４を用いて説明する。
【００５１】
　図３及び図４において、１０７は両面ユニット１０の構造体であるボトムプレートであ
り、このボトムプレート１０７には、ＳＵＳやＳＵＭ等から成る主軸１１０が幅方向に設
けられている。また、横レジ補正ユニット１０００の底面には、主軸１１０に沿って横レ
ジ補正ユニット１０００が軸方向に移動可能となるよう主軸１１０を軸支する軸受け１１
２が設けられたプレート１４４が取り付けられている。
【００５２】
　そして、このプレート１４４に設けられた軸受け１１２及び主軸１１０を介して横レジ
補正ユニット１０００は、ボトムプレート１０７に幅方向に移動可能に取り付けられてい
る。この軸受け１１２は、主軸１１０を介して横レジ補正ユニット１０００のボトムプレ
ート１０７に対する位置決めを行うものであり、２ヶ所配置されると共に、軸受け１１２
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間は、幅方向に長いスパンで配置されている。これにより、部品精度による横レジ補正ユ
ニット１０００の印字精度を決定する位置精度やバラツキが抑えられるようになっている
。
【００５３】
　ボトムプレート１０７の搬送方向上流側には、主軸１１０と平行に、図２に示すように
、ボトムプレート１０７からＺ形状に曲げられたレール部１１１が設けられている。また
、基準ガイド１００には、図５に示すように、レール部１１１と係合して基準ガイド１０
０（横レジ補正ユニット１０００）の主軸１１０を支点とした回転を規制する回転止め部
材１３０ａ，１３０ｂが設けられている。
【００５４】
　なお、この回転止め部材１３０ａ，１３０ｂの、レール部１１１との当接面は円弧状に
なっており、またレール部１１１とは、０．２ｍｍ程度のクリアランスＣが設けられてい
る。そして、このようなクリアランスＣを設けることにより、主軸１１０とレール部１１
１の平行度のずれ、プレート１４４の反り、その他公差上のずれが生じても、こじること
なく回転止め部材１３０ａ，１３０ｂはレール部１１１と点接触で係合するようになる。
【００５５】
　これにより、横レジ補正ユニット１０００の幅方向移動時の摺動抵抗を低減することが
でき、この結果、横レジ補正ユニット１０００は幅方向にスムースに可動し、ボトムプレ
ート１０７に対する位置精度も確保できる。
【００５６】
　図３及び図４において、２０７は基準ガイド１００の側方に設けられ、Ｒ方向一方向に
のみ回転するカムであり、このカム２０７はアイドラギア２０５と噛合するギア２０７ｆ
と、回転方向に沿って配置されたカム面２０７ａ～２０７ｅを備えている。なお、この５
つのカム面２０７ａ～２０７ｅは、後述するように横レジ補正ユニット１０００を、それ
ぞれレターサイズ、Ａ４サイズ、ＥＸＥサイズ、Ｂ５サイズ、Ａ５サイズのシートの横レ
ジ補正が可能な位置に規定するために移動、保持するためのものである。
【００５７】
　このカム２０７は、横レジ補正ユニット駆動ギア列２２０、ウォームギア２０４、アイ
ドラギア２０５を介してステッピングモータ２００によって駆動されるようになっている
。
【００５８】
　２０６は、カム２０７のイニシャルセンサであり、カム２０７の回転初期位置を、カム
２０７の外周部に形成された切欠き部２０７ｋの検出によって検知している。なお、本実
施の形態では、カム２０７が初期位置にある場合、横レジ補正ユニット１０００の基準線
Ｓはレターサイズのシートの横レジ補正が可能な位置となっている。
【００５９】
　２０９は付勢部材である引張りコイルバネであり、この引張りコイルバネ２０９の一端
は、既述したプレート１４４に設けられた引っ掛け部１４４ａに、他端はボトムプレート
１０７に垂設された係止部１０７ａにそれぞれ係止されている。この引張りコイルバネ２
０９により、プレート１４４は幅方向である矢印Ｆ方向に付勢されている。
【００６０】
　プレート１４４には、引張りコイルバネ２０９によりカム２０７のカム面２０７ａ～２
０７ｅに圧接する圧接部２０８が設けられている。そして、横レジ補正ユニット１０００
は、引張りコイルバネ２０９により圧接部２０８を介してカム２０７のカム面２０７ａ～
２０７ｅに圧接している。
【００６１】
　このように移動機構１００１は、このようなカム２０７、圧接部２０８、引張りコイル
バネ２０９及びカム２０７を引張りコイルバネ２０９に付勢力に抗して回転させるステッ
ピングモータ２００により構成されている。そして、このように移動機構１００１を構成
することにより、カム２０７に圧接しているプレート１４４、即ち横レジ補正ユニット１
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０００は、カム２０７の回転により、図４に示すレターポジションから図６に示すＡ５ポ
ジションまで移動可能となっている。
【００６２】
　なお、横レジ補正ユニット１０００における、引張りコイルバネの引っ掛け部１４４ａ
と圧接部２０８のカム押圧部による力のポイントは、幅方向に対して軸受け１１２同士の
スパン間に配せられている。これにより、付勢力のモーメントによる主軸１１０に対する
横レジ補正ユニット１０００のコジリが抑えられ、横レジ補正ユニット１０００は幅方向
にスムースに移動することができる。
【００６３】
　ところで、本実施の形態において、横レジ補正ユニット１０００が移動する際、斜送ロ
ーラ対１０１Ａも幅方向に移動するようになっているが、このように斜送ローラ対１０１
Ａが幅方向に移動しても、斜送ローラ対１０１Ａへ駆動が伝達されるようになっている。
【００６４】
　次に、このように横レジ補正ユニット１０００と共に移動する斜送ローラ対１０１Ａへ
駆動を伝達する構成について説明する。
【００６５】
　斜送ローラ対１０１Ａ（斜送ローラ１０１ａ）を駆動するためのステッピングモータ２
００の回転は、まず後述する図７に示す振り子ユニット２３０、ギア列２１０及び図４に
示すタイミングベルト１０６ｂを介してプーリ１１３ｃに駆動が伝わる。
【００６６】
　ここで、プーリ１１３ｃの同軸上に摺動軸１５０が設けられ、これらプーリ１１３ｃと
摺動軸１５０はボトムプレート１０７に設けられた軸受け１５０ａに回転自在に保持され
ている。また、この摺動軸１５０には可動ギア１１５が軸方向に摺動可能に取り付けられ
ている。
【００６７】
　なお、この可動ギア１１５は、不図示のギア部を備えたプーリ１１３ａを回転させるた
めのものであり、可動ギア１１５が回転するとプーリ１１３ａが回転し、このプーリ１１
３ａの回転に伴いプーリ１１３ｂと一体の斜送ローラ１０１ａが駆動される。また、この
プーリ１１３ａの回転はタイミングベルト１０６ａを介してプーリ１１３ｂに伝わり、こ
のようにプーリ１１３ｂに回転が伝わると、プーリ１１３ｂと一体の斜送ローラ１０１ａ
が回転する。
【００６８】
　なお、本実施の形態において、摺動軸１５０と、摺動軸１５０が挿通される可動ギア１
１５の不図示の挿通穴は、断面Ｄ形状にて形成されている。これにより、摺動軸１５０は
、可動ギア１１５の幅方向の摺動を阻害することなく、摺動軸１５０の回転を可動ギア１
１５に伝えることができる。
【００６９】
　また、可動ギア１１４は、横レジ補正ユニット１０００が図４に示すレターポジション
から、図６に示すＡ５ポジションに移動する時は、プーリ１１３ａに設けられた不図示の
フランジにより押圧されて移動する。逆に、横レジ補正ユニット１０００がＡ５ポジショ
ンからレターポジション方向に移動する時は、可動ギア１１４は基準ガイド１００の側壁
により押圧されて移動する。
【００７０】
　このように、摺動軸１５０に沿って可動ギア１１４が移動することにより、横レジ補正
ユニット１０００がシートに対応する横レジ補正位置に移動した場合でも、摺動軸１５０
の駆動を可動ギア１１４を介して斜送ローラ１０１ａに伝達することができる。
【００７１】
　次に、横レジ補正ユニット１０００をシートのサイズに応じた横レジ補正位置に移動さ
せる動作について説明する。
【００７２】
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　例えば、横レジ補正ユニット１０００がレターポジション（初期位置）に位置している
とき、図４に示すように圧接部２０８は、引張りコイルバネ２０９の付勢力により、カム
２０７のレターポジションに対応したカム面２０７ａに突き当てられている。これにより
、横レジ補正ユニット１０００は、レターサイズのシートに応じた横レジ補正位置に位置
決めされる。
【００７３】
　この状態で、例えば横レジ補正ユニット１０００を、図６に示すＡ５ポジションに移動
させるためには、ステッピングモータ２００を所定ステップ数回転させる。
【００７４】
　ここで、本実施の形態においては、一つのステッピングモータ２００により、既述した
ように斜送ローラ対１０１Ａ（斜送ローラ１０１ａ）を駆動すると共に、移動機構１００
１により横レジ補正ユニット１０００を移動させるようにしている。
【００７５】
　なお、図７は、ステッピングモータ２００の駆動を、斜送ローラ対側と、横レジ補正ユ
ニット側に切り替える切り替え部１００２の構成を示す図である。
【００７６】
　図７において、２３０は振り子ユニットであり、この振り子ユニット２３０は、ステッ
ピングモータ２００の正逆転に応じて矢印Ｇ１，Ｇ２方向に振れるようになっている。こ
の振り子ユニット２３０は、振り子アーム２０１、ステッピングモータ２００により矢印
Ｇ１，Ｇ２方向に回転する図３に示す駆動ギア２１４と、振り子アーム２０１に保持され
た移動ギア２１２を備えている。また、不図示の圧縮バネによって駆動ギア側に付勢され
た押圧部材２１３を備えている。
【００７７】
　振り子アーム２０１は、ステッピングモータ２００の正逆転に伴い駆動ギア２１４がＧ
１，Ｇ２方向に回転すると、駆動ギア２１４と押圧部材２１３との間の摩擦により、Ｇ１
，Ｇ２方向に振れる。
【００７８】
　例えば、ステッピングモータ２００が反時計回り方向に回転した場合、振り子ユニット
２３０はＧ２方向に振れ、これに伴い振り子アーム２０１に保持された移動ギア２１２が
ギア２０２に噛合する。これにより、ステッピングモータ２００の回転はギア列２１０を
構成するギア２０２、ギア２１１及びタイミングベルト１０６ａ，１０６ｂを介して斜送
ローラ１０１ａへと伝達される。
【００７９】
　また、ステッピングモータ２００が時計回り方向に回転した時、振り子ユニット２３０
はＧ１方向に振れ、これに伴い振り子アーム２０１に保持された移動ギア２１２がギア２
０３に噛合する。これにより、ステッピングモータ２００の回転は横レジ補正ユニット駆
動ギア列２２０を構成するギア２０３、アイドラギア２０５を介しカム２０７へと伝達さ
れる。
【００８０】
　このようにカム２０７にステッピングモータ２００の回転が伝達されると、カム２０７
が図４に示すように矢印Ｒ方向に回転する。これに伴い、圧接部２０８に当接するカム面
がカム面２０７ａ→カム面２０７ｂ→カム面２０７ｃ→カム面２０７ｄ→カム面２０７ｅ
の順で変更される。また、これにより横レジ補正ユニット１０００が図６に示す矢印Ｄ２
方向に移動し、レター→Ａ４→ＥＸＥ→Ｂ５ポジションを経て、図６に示すＡ５サイズの
シートに対応した横レジ補正位置に移動する。
【００８１】
　また、横レジ補正ユニット１０００を図４に示すレターポジションに戻すときは、ステ
ッピングモータ２００を時計回り方向に回転させ、カム２０７をＲ方向に回転させる。こ
れにより、カム面２０７ａがバネ２０９に抗して圧接部２０８を押圧し、これに伴い横レ
ジ補正ユニット１０００がＤ１方向に移動し、再びレターサイズのシートに対応した横レ
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ジ補正位置に移動する。
【００８２】
　なお、本実施の形態においては、この横レジ補正ユニット１０００の移動は、レーザビ
ームプリンタ自体がシートのサイズを検知し、このシートサイズ検知結果に基づいて自動
的に行うようにしている。
【００８３】
　シートのサイズは、給紙カセット３ａのシート後端を規制する不図示の後端規制部材、
シート側端を規制する不図示の側端規制手段のポジションに応じて検知するようにしても
良い。また、給紙カセット３ａに収納されたシートのサイズを検知する不図示のシートサ
イズ検知手段により、シートサイズを検知しても良い。
【００８４】
　さらに、搬送ローラ３ｅ（図１参照）の下流側搬送面に不図示のシート幅検知フラグを
複数配設し、シートを搬送する際、これらのシート幅検知フラグによりシートの幅方向の
長さを検知するようにしても良い。また、これら検知手段の他に、レーザビームプリンタ
５０の搬送路中に複数配置している、ジャムセンサフラグ等のＯＮ／ＯＦＦタイミングに
よりシート長さを検知し、そのシート長さより定型紙のサイズを検知しても良い。
【００８５】
　そして、このようにシートのサイズを検知する検知手段を設けることにより、シートが
再搬送通路１８を通過する際、シートサイズに応じて移動機構１００１により横レジ補正
ユニット１０００を幅方向に移動させることができる。
【００８６】
　ここで、本実施の形態のように、横レジ補正ユニット１０００の移動を、バックラッシ
によるガタが生じるラック・ピニオンでなく、カム２０７により行うことにより、横レジ
補正ユニット１０００の位置精度を向上させることができる。
【００８７】
　また、既述したように横レジ補正ユニット１０００のシートサイズに応じた横レジ補正
位置への移動は、各種のシートサイズ検知手段による検知情報に基づいて、シートが横レ
ジ補正ユニット１０００に到達する前に自動的に行うようにしている。
【００８８】
　さらに、カム２０７を一方向に回転させるだけで横レジ補正ユニット１０００を移動さ
せることができるので、ステッピングモータ２００の回転を振り子ユニット２３０を介し
て駆動列を切り替えることにより、横レジ補正ユニット１０００の移動にも使用出来る。
【００８９】
　つまり、カム２０７を他の被駆動部である斜送ローラ対１０１Ａを駆動するステッピン
グモータ２００によって回転させることができるため、コストダウンや両面ユニット１０
の小サイズ化が可能になる。
【００９０】
　このように、基準ガイド１００をカム２０７によってシートの幅方向の長さに応じて移
動させ、かつカム２０７をステッピングモータ２００によって回転させることにより、専
用のモータを用いることなく、確実にシートの横レジ補正を行なうことができる。
【００９１】
　なお、本実施の形態では、横レジ補正ユニット１０００をＡ５サイズからレターサイズ
のシートに応じて移動させる場合について説明したが、本発明は、これに限らない。例え
ば、Ａ５サイズ以下、またはレターサイズ以上のサイズのシートに対しても、カム２０７
のカム面を該当するシートに対応させれば、このようなシートの横レジ補正を容易に行な
うことができる。
【００９２】
　また、これまでの説明においては、カム２０７を駆動するモータとして斜送ローラ対１
０１Ａを駆動するステッピングモータ２００を用いたが、本発明は、これに限らない。例
えば、斜送ローラ対１０１Ａ以外の他の被駆動部を駆動するモータでも、既述した構成の
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切り替え部１００２を用いることにより、容易に構成することが出来る。また、本実施の
形態の切り替え部１００２は、モータからの駆動列の切り替えを振り子ユニットにて行っ
たが、１ウェイクラッチ等を使用しても、容易に構成することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の実施の形態に係るシート搬送装置を備えた画像形成装置の一例であるレ
ーザビームプリンタの概略構成を示す図。
【図２】上記シート搬送装置である両面ユニットの上部を示す斜視図。
【図３】上記両面ユニットの構成を説明する斜視図。
【図４】上記両面ユニットの構成を説明する概略下視図。
【図５】上記両面ユニットに設けられたレール部の拡大図。
【図６】上記横レジ補正ユニットが移動した状態を示す下視図。
【図７】上記両面ユニットに設けられたステッピングモータの駆動を、斜送ローラ対側と
、横レジ補正ユニット側に切り替える切り替え部の構成を示す図。
【図８】従来のシート搬送装置の再搬送通路の構成及び横レジ補正を示す図。
【図９】従来のシート搬送装置の大きな寄せ力でシートを基準面に寄せたときの状態を示
す図。
【図１０】従来のシート搬送装置の基準ガイドの位置調節機構を説明する上視図。
【符号の説明】
【００９４】
１０　　　　両面ユニット
１８　　　　再搬送通路
５０　　　　レーザビームプリンタ
５１　　　　画像形成部
１００　　　基準ガイド
１０１ａ　　斜送ローラ
１０１ｂ　　斜送従動コロ
１０１Ａ　　斜送ローラ対
１０２　　　基準面
２００　　　ステッピングモータ
２０１　　　振り子アーム
２０７　　　カム
２０７ａ～ｅ　　カム面
２０８　　　圧接部
２３０　　　振り子ユニット
１０００　　横レジ補正ユニット
１００１　　移動機構
１００２　　切り替え部
Ｓ　　　　　シート
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